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北海道の天然資源を利用した高機能素材の
開発

研究テーマ 

研究内容

北海道の多様で豊富な天然物質の構造と機能、および物質間の“つなが
り”について研究し、これらを活用した新産業の創出を目指しています。
当研究室では主に北海道産の植物、海洋資源、食品、およびそれらの加
工過程で発生する廃棄物などに注目し、超高齢化社会を迎えた我が国
の諸問題を解決するような研究を通して持続可能な社会づくりへの貢
献を目指しています。現在の主な研究テーマは
①北海道天然素材や食品を利用した認知症予防食品の開発
②食品の成分と機能性をつなぐ新しい分析法の開発
③食品加工廃棄物などの未利用資源から機能性物質の探索
④畜産の防疫のための機能性素材の開発
などです。

使用目的

素材からの抽出物の濃縮や合成化学、カラムクロマトグラフィー後の
サンプルの減圧濃縮にロータリーエバポレーターや遠心エバポレー
ターを使用しています。特に夏季は多種類のサンプルを一度に処理し、
素材の評価時には大量のサンプルを確保する必要があります。また、サ
ンプルの乾燥や機能性評価時に（振盪機用）低温恒温チャンバー FMC-
100型と振盪機 MMS-110 型を利用しています。器具洗浄後の乾燥に
は乾燥器も利用しています。有機化学の実験や器具洗浄時に使用する
水には蒸留水・イオン交換水製造装置を使用しています。

選定理由

特注製品やメンテナンスなどきめの細かい対応をしてもら
えるので。
遠心エバポレーターのサンプルローターなど、既製品では対応できな
いサイズのものを利用したい時に相談し、特注品の生産にも対応して
いただきました。また、サービスマンに定期的に研究室を訪問していた
だき、機器の調整、使用法やメンテナンスなどを指導いただくなど、き
め細かい対応をしていただいているのも選んだ理由です。

当社に望むこと

機器の耐久性や扱いやすさ、アフターケアはとても助かっています。機
器は設置・増設したくても実験スペースの問題で断念することもあり
ます。今後はスペックは維持しつつもよりコンパクトな機器を開発し
ていただけたら幸いです。

使用して

最近、単なる減圧蒸留のためのエバポレーターでも減圧度の設定が極
めて簡単になり、突沸する頻度が下がっていると思います。これは実験
の進捗や学生のモチベーション維持に密かに貢献しているのではない
かと思っています。ロータリーエバポレーターと水槽（ウォーターバ
ス）の組合せで設置に融通が効かない時があり、互換性があればよいと
思う時もあります。これは仕方がないのかもしれませんが、遠心エバポ
レーターのトラップに氷が溜まりやすく注意が必要です。

https://eyela-chiller.jp/products/mms/index.shtml



